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今月の表紙は令和５年伊賀市消防出初式の様子
ぞめで

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

コミュニティバス「にんまる」に乗って
　　　　　　　おでかけしませんか 今月の納税

●納期限　２月28日 （火）
納期限内に納めましょう
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期） 2023 年（令和５年）２月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,139 人　○世帯数　40,433 世帯
○男　42,838 人　　○女　44,301 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 12月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

２月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆人工透析室
　人工透析室では、腎臓の機能が低下し、自身の腎
臓で健康状態を維持できなくなった慢性腎不全など
の患者さんに透析治療を行っています。
　透析は腎臓に代わって人工的に体の血液を浄化す
る療法です。当院では、腕の血管から取り出した血
液を透析機器できれいにして体に戻す血液透析を
行っています。45人程度の患者さんが、月・水・
金曜日の午前と火・木・土曜日の午前の２クールに
分かれ、１回３～５時間の透析治療を受けています。
　ここでは、医師、看護師、管理栄養士、臨床工学
技士が互いの専門性を生かして協力し、専門知識や
技能の維持・向上に努めながら、より安全な透析と
日々のケアに取り組んでいます。

　患者さんの体重、血圧、検査データを適切に管理
するための支援や、一人ひとりの生活背景や思いに
寄り添った看護の提供に努めながら、毎月１回定期
的にシャント（透析の際に十分な血液量が確保でき
るように、動脈と静脈をつなぎあわせてつくった血
管）の状態や足のチェックを行い、変化などがあれ
ば早期に見つけられるようにしています。
　透析は生涯続けていく必要があり、患者さんに
とって日常生活の一部となりますので、今後とも、
それぞれの患者さんがより安心・安全に過ごせるよ
うサポートしていきます。

（人工透析師長　髙久　幸子）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
上野

４
名張

５
岡／名

６
岡波

７
名張

８
　岡波

９
　名張

10
上野

11
上野

12
岡波

13
岡波

14
上野

15
　岡波

16
　名張

17
上野

18
名張

19
岡／名

20
岡波

21
名張

22
　岡波

23
　名張

24
上野

25
上野

26
岡波

27
岡波

28
上野 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。
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平
成
15
年
開
設
時
は
「
し
ら
さ
ぎ
」
と

い
う
名
前
で
し
た
が
、
令
和
２
年
に
車
両

を
更
新
し
た
時
に
、
忍
者
の
ま
ち
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
名
前
を
公
募
し
、「
に

ん
ま
る
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
車
体
デ
ザ
イ
ン
も
公
募
し
、
た
く
さ
ん

の
忍
者
が
描
か
れ
た
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン

に
決
ま
り
ま
し
た
。２
台
の
う
ち
１
台
は
、

ア
ク
セ
ン
ト
に
黄
色
の
水
玉
を
取
り
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　
忍
者
市
（
上
野
市
）
駅
を
中
心
に
、
市

民
病
院
や
商
業
施
設
、
文
化
会
館
な
ど
を

回
り
ま
す
。
鉄
道
や
他
の
バ
ス
路
線
へ
乗

り
継
ぐ
と
さ
ら
に
行
き
先
は
広
が
り
ま
す
。

○
内
回
り
循
環
コ
ー
ス

（
東
コ
ー
ス
・
西
コ
ー
ス
）

崇
広
堂
前
、茅
町
駅
前
、東
小
学
校
前
、

伊
賀
市
役
所
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
賀

上
野
、
市
民
病
院
ほ
か

○
外
回
り
循
環
コ
ー
ス

（
東
コ
ー
ス
・
西
コ
ー
ス
）

文
化
会
館
、上
野
病
院
、伊
賀
市
役
所
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
賀
上
野
、市
民
病
院
、

鍵
屋
辻
、
ア
ピ
タ
伊
賀
上
野
店
、

白
鳳
通
り
ほ
か

◆「
に
ん
ま
る
」
と
は
？

◆
忍
者
は
何
人
？

◆
ど
こ
を
走
っ
て
い
る
の
？

　
市
内
に
は
鉄
道
や
高
速
バ
ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
交
通
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車
（
行
政
バ
ス
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
に
ん
ま
る
」
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
「
に
ん
ま
る
」
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
今
回
は
、
伊
賀
鉄
道
忍
者
市
（
上
野
市
）
駅
を
発
着
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
に

ん
ま
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。

コミュニティバス「にんまる」に乗って
おでかけしませんか

【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694
　 koutsuu@city.iga.lg.jp

忍者が何人いるか
数えてみてね！

路線略図

　
各
コ
ー
ス
１
日
４
〜
６
本
、
全
日
運
行

し
て
い
ま
す
。
土・日
曜
日
、

祝
日
も
平
日
と
同
じ
時
刻
で

運
行
し
て
い
ま
す
。

○
大
人
（
中
学
生
以
上
）　　

２
０
０
円

○
小
児
（
小
学
生
）　　
　
　

１
０
０
円

○
幼
児
（
小
学
校
入
学
前
）　

小
児
料
金 

　
※
同
伴
者
１
人
に
つ
き
幼
児
１
人
無
料

○
乳
児
（
１
歳
未
満
）
無
料

※
１
循
環
１
乗
車

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
半
額
（
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
利
用
可
）

※
市
内
行
政
バ
ス
共
通
の
定
期
券
や
回
数

券
も
あ
り
ま
す
。

　
定
期
券
・
回
数
券
は
、
三
重
交
通
上
野

市
駅
前
出
札
窓
口
（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

１
階
）、
交
通
政
策
課
、
各
支
所
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
見
慣
れ
た
は
ず
の
ま
ち
並
み

も
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
と
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
「
に
ん
ま
る
」
は
、
ス
ー
パ
ー
や
病

院
の
入
口
近
く
ま
で
乗
り
入
れ
る
な

ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
便
利
な
よ
う

に
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
ふ
だ

ん
使
い
や
、
あ
る
い
は
小
旅
行
気
分
で

「
に
ん
ま
る
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
三
重
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
エ
ミ
カ
」
の

ほ
か
、
全
国
相
互
利
用
が
可
能
な
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、時
刻
の
検
索
、

バ
ス
の
走
行
位
置
、
接
近
情
報
が
確
認

で
き
ま
す
。（
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要

で
す
。）

◆
ダ
イ
ヤ
（
運
行
表
）
は
？

◆
便
利
な
設
備

暮
ら
し
の
そ
ば
に
「
に
ん
ま
る
」
を

◆
運
賃
は
？

▲段差が少なく乗り降りしやすい
バスです。

▼車内で伊賀上野ケーブルテレビの
番組を放送しています。

　
「
に
ん
ま
る
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
活
性

化
や
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
※
要
申
請

◆
デ
ザ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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市
が
令
和
元
年
に
実
施
し
た
空
き
家
所
有
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
86
％
が
「
空
き
家
の
活
用
方
針
が
決

ま
っ
て
い
な
い
」
と
の
結
果
で
し
た
。
住
ん
で
い
る
う
ち

に
、
家
の
将
来
の
具
体
的
な
方
針
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
財
の
整
理
を
す
る

　
空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
、
荷
物
や
ご

み
が
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
66
％
が
「
家
財
や
不
要
な
も
の

を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
」
と
の
結
果
が
あ
り
ま

す
。
家
財
な
ど
は
計
画
的
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
資
産
の
状
況
を
確
認
す
る

　
家
や
土
地
が
誰
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
登
記
が
現
状
と
合
っ
て
い
な
い
と
活
用
や
売

却
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
登
記
は
法
務
局
で

誰
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
族
、
親
戚
で
話
し
合
う

　
今
住
ん
で
い
る
家
が
空
き
家
に
な
っ
た
場
合
の
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
で
話
し
合
う
機
会
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
方
針
が
決
ま
っ
た
ら
自
宅
に
関

す
る
意
向
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
資

産
の
継
承
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
専
門
家
に
相
談
す
る

　
「
自
分
の
家
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」「
相
続
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
空
き
家
に
関
す
る
悩
み
事

に
専
門
家
が
お
応
え
し
ま
す
。
市
で
は
年
に
２
回
、
空

き
家
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
２
月
４
日

㈯
に
本
庁
舎
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

１
月
の
回
覧
物
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
住
宅
は
早
く
傷
み
、
庭
の
草
木

も
生
い
茂
り
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
、
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
空
き
家
に
つ
い
て
、「
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
家

を
手
放
し
た
く
な
い
」「
物

置
に
し
た
い
」「
い
つ
か

使
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
よ
う
に
決
断
を
先
送

り
に
し
が
ち
で
す
。

　
今
後
、
具
体
的
に
使
う

見
込
み
が
な
い
場
合
は
、

建
物
の
価
値
が
あ
る
う
ち

に
手
放
す
と
い
う
選
択
肢

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
空
き
家
を
売
り
た
い
人
と
、
空
き
家
を
買
い
た

い
人
の
橋
渡
し
を
行
う
制
度
で
す
。「
伊
賀
流
空
き
家
バ

ン
ク
」
の
利
用
登
録
は
累
計
約
１
５
０
０
世
帯
、
売
買
実

績
は
１
７
０
件
以
上
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
を
売
り
た
い
人
や
買
い
た
い
人
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６　
℻  
22
・
９
７
３
６

　

akiya@
city.iga.lg.jp

住
ん
で
い
る
う
ち
に
で
き
る
こ
と

も
し
も
空
き
家
を

所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２

３

４

空き家所有者 購入希望者

登録

募集 情報発信

問い合わせ

売りたい
貸したい

買いたい
借りたい

□
建
物
外
観
の
状
態

屋
根
材
や
外
壁
材
の
剥
が
れ
や
破
損
、
ガ
ラ
ス

の
割
れ
、
扉
の
施
錠
な
ど
の
確
認

□
通
風
・
換
気

す
べ
て
の
窓
、
間
仕
切
り
、
押
し
入
れ
な
ど
を

開
放
、
換
気
扇
の
運
転

□
清
掃

室
内
の
簡
単
な
清
掃

□
通
水

台
所
や
ト
イ
レ
な
ど
の
水
回
り
の
蛇
口
の
通
水

□
庭
や
植
木
の
手
入
れ

庭
の
草
刈
り
、
植
木
の
手
入
れ

空
き
家
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

どうする？
自分の家の将来

　

空
き
家
の
放
置
は
、
周
辺
の
地
域
に
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。

全国の空き家率
13.6％

伊賀市の空き家率
18.4％

平成 30年総務省「住宅・土地統計調査」

空
き
家
が
生
む
問
題

１

　全国的に人口減少が進む中、空き家の数が増加しています。市の空
き家率は平成 30年時点で 18.4％で、平成 20年時点と比べて３％
増加しています。
　適正に管理されないまま放置される空き家が増えると、地域の防災・
衛生・環境など、生活環境に悪影響を及ぼし、まちの活気も失われて
いきます。
　誰もが空き家の所有者になる可能性があります。自分の住まいを空
き家にしないために、どのようなことが大切かを考えてみませんか。

生い茂った雑草や傷んだ建物
は地域の景観を損ないます

ごみの不法投棄をされたり、
動物の住みか・害虫が発生
する原因になります

老朽化による倒壊や火災
発生など防災面のリスク

が高まります

屋根瓦の落下や壁が倒れるなど
して隣家や通行人に被害が出る
可能性があります。その場合、
損害賠償を請求されます
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【
募
集
人
数
】

○
看
護
師
：
15
人
程
度

○
介
護
福
祉
士
：
10
人
程
度

【
応
募
資
格
】

○
看
護
師

①
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
看
護
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務

が
で
き
る
人

○
介
護
福
祉
士

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
介
護
福
祉
士
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
ま
た
は
採
用
予

定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務

が
で
き
る
人

【
採
用
予
定
日
】

　
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
４
月
１
日
ま
で
の
各
月
１
日

【
勤
務
条
件
・
賃
金
】

　
市
の
条
例
・
規
則
に
よ
る
。

※
前
歴
に
応
じ
た
加
算
措
置
や
諸
手

当
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど

も
が
い
る
人
も
安
心
し
て
勤
務
で

き
ま
す
。

【
勤
務
場
所
】

　
上
野
総
合
市
民
病
院

【
選
考
方
法
】

　
作
文
・
面
接

○
試
験
日：
３
月
３
日
、
４
月
７
日
、

５
月
２
日
、
６
月
２
日
、
７
月
７

日
、
８
月
４
日
、
９
月
１
日
、
10

月
６
日
、11
月
２
日
、12
月
１
日
、

令
和
６
年
１
月
５
日
、
２
月
２
日

※
時
間
な
ど
は
応
募
し
た
人
に
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
「
伊
賀
市
職
員
選
考
採
用
試
験
受

験
申
込
書
」を
持
参
ま
た
は
郵
送（
簡

易
書
留
）
で
下
記
ま
で
。

　
申
込
書
は
上
野
総
合
市
民
病
院
に

あ
る
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
各
試
験
日
の
14
日
前
の
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
除

く
。）
※
必
着

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
募
集

【応募先・問い合わせ】　上野総合市民病院病院総務課　☎ 41-0065　℻  24-1565　 byouin-soumu@city.iga.lg.jp

【
と
こ
ろ
】

○
崇
広
中
学
校
区

　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区

　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区

　
西
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
小
ホ
ー
ル

　
（
旧
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
）

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
多
目
的
ホ
ー
ル
　

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

　
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル 

○
大
山
田
中
学
校
区

　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル
　
　
　
　

○
青
山
中
学
校
区

　
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
対
象
者
以
外
の
人
は
入
場
で
き
ま

せ
ん
。

※
入
場
前
に
検
温
を
行
い
ま
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
１
月
27
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
人
に
２
月
中
旬
に
案
内

状
を
発
送
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
参
加
者

の
連
絡
先
を
把
握
す
る
た
め
、
案
内

状
に
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
）
を
記

入
の
上
、当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現
在
、
学

校
や
就
職
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
人

も
出
席
で
き
ま
す
が
、
案
内
状
が
届

き
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
受
付
で
本
人

（
年
齢
）
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

成
人
式
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

成
人
式
を
行
い
ま
す

【問い合わせ】　生涯学習課　☎ 22-9679　℻  22-9692　 gakushuu@city.iga.lg.jp

【
対
象
者
】

　
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
と　
き
】

　
３
月
19
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

◆
今
後
の
予
定

【
対
象
者
】

　
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
と　
き
】　
５
月
４
日（
木
・
祝
）

　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
文
化
会
館

介護福祉士

看護師

　伊賀ブランド推進協議会では、伊賀の風土と暮らしが育んだ伊賀流産品、伊賀の匠の知
恵と技が結集した優良な商品、その栽培や製造加工、モノづくりに取り組む人たちを伊賀
ブランド「I

い が も の

GAMONO」に認定しています。
　令和４年度は、３産品とその生産に携わる２事業者を認定しましたので紹介します。

　「伊賀くみひも」や「伊賀焼」などの工芸品から、「伊賀牛」や「有機野菜」などの生鮮食品、伊賀
名産の酒・飲料・「かたやき」などのお菓子・加工食品・ライフスタイル商材まで幅広く購入できます。
食品などは冷凍・冷蔵・常温の温度別発送ができます。ぜひ便利なオンラインストアをご利用ください。

【問い合わせ】　IGAMONOオンラインストア　☎21-0510

IGAMONO オンラインストア　～ IGAMONO ではずむ会話と楽しい時間～

令和４年度の認定品を紹介します

伊賀ブランド「IGAMONO」決定
【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻   22-9695　 shoukou@city.iga.lg.jp

アスパラガス
伊賀の芭蕉ねぎ

伊賀ふるさと農業協同組合

忍者のおやつ缶

合名会社 平木製菓

　12月 23 日㈮、ハイトピア伊賀で認定証授与式が
行われ、事業者に認定証とタペストリーが授与されま
した。

伊賀ブランド認定証授与式が行われました

トピックス
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新型コロナウイルス感染症対策情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

　伊賀市が発行した接種券でワクチン接種をした人に
接種証明書を交付します。
　ただし、医療機関などでの接種情報が接種記録シス
テム（VRS）に登録されるまでの間（接種から約１～
２週間程度）は交付できませんのでご了承ください。
※海外用・日本国内用の２種類があります。
※国内での特典付与・サービス提供などは、紙の予防
接種済証や接種記録書を証明として利用できますの
で新たに申請する必要はありません。

　　　
【申請方法】
○スマートフォンの専用アプリから申請→A
○窓口・郵送による申請→B
○コンビニ設置の端末からの申請→C

Aスマートフォンでの申請（マイナンバーカードが必要）
①新型コロナワクチン接種証明書アプリ
をダウンロード

②マイナンバーカード、パスポート（海
外用のみ）を読み込んで手続き

③アプリ上に証明書（電子）を交付
※アプリ上で発行された接種証明書は自動更新がされ
ません。発行後に追加接種した場合は、必ず再度ア
プリで再発行を行ってください。

※アプリ上で取得した証明書を画像保存することで窓
口申請と同じ様式の接種証明書の発行ができます。

◆専用アプリの詳しい情報についてはデジ
タル庁のウェブサイトをご覧ください。

　
B窓口・郵送で申請
　（マイナンバーカードをお持ちでない人など）
①下記の必要書類を窓口または郵送で提出
　○交付申請書
　○接種済証・接種記録書
　○パスポート（海外用のみ）　※郵送の場合は写し
　○本人確認書類
　○返信用封筒（※切手貼付・返信先住所記載）
　○代理人による申請の場合は委任状
②紙の証明書を交付
※窓口申請では即日発行・交付を行っていません。申
請受理後、1週間程度で送付します。

Cコンビニエンスストアで申請
　（マイナンバーカードが必要）
①コンビニエンスストアに設置されている端末の画面
上に表示の「行政サービス」ボタンを選択し、画面
の案内に従って手続き

※国内用は即日交付ができます。
※海外用の証明書の取得には、令和４年７月 21日以
降にA・Bの方法で、海外用証明書を交付している
必要があります。

②紙の証明書を交付
※コンビニへの手数料として証明書１通当たり 120
円が必要です。

※利用できるコンビニエンスストアは限られています
ので、確認の上ご利用ください。

◆それぞれの接種証明書に関する詳しい情報は、市
ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎  41-1550　℻  22-9694

【ワクチン接種に関する問い合わせ】
○伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　（月～土曜日、午前８時 30分～午後５時）
　☎ 0120-849-064
○三重県新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口
　（24時間対応、土・日曜日、祝日含む。）
　☎ 059-224-3326

新型コロナワクチン接種証明書（ワクチンパスポート）

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局人権相談　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

引き続き感染対策を
お願いします。

}

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
（総合診療科）

１診 田中　光司 田中　光司 八尾　隆治 第１･３･５　田中　光司
第２･４　福永　幹彦 関西医科大学医師　交代制

２診 北原　義介 栗原　眞行 栗原　眞行 脳神経外科にて
（新阜　宏文） 新阜　宏文

３診 加藤　大祐 大野　則和

外　科

１診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 藤川　裕之 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋

２診 藤川　裕之 大井　正貴 橋本　清

３診 CVポート・PICC外来
【予約制】

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至 櫻井　洋至
（乳腺科）【完全予約制】
（再診9：00～）（初診12：00～）

電話での予約受付　月・水・金曜日
12：00～16：00 毛利　智美 毛利　智美

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 青野　祐樹 八尾　隆治 八尾　隆治 八尾　隆治
２診 高山　昇之 椹木　一仁 高山　昇之 青野　祐樹 椹木　一仁

循環器内科 １診 冨岡　大資 岡本　寛樹
（9：30～12：00） 冨岡　大資 澤山　裕一

（9：30～12：00）
八木　典章

（9：30～12：00）
（ペースメーカー外来）
（13：00～15：00）

冨岡　大資
【予約制】（第３木曜日）

脳神経内科 北原　義介 北原　義介 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 岡　弘毅 奥川　喜永

２診
（緩和ケア外来）
都築　則正【予約制】
第１・３・５金曜日　13：00 ～

（呼吸器科）
※月曜日は交代制

片岡　瑛子
岡本　圭伍 寺本　晃治

（糖尿病内科） 中谷　中
（腎臓内科） 八尾　隆治

整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察
　10：00～11：30
※水曜日の整形外科の初診　　
　のみ救急外来で対応

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 渡邉　健斗 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至 渡邉　健斗
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
受付8：30～ 11：30

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

腎泌尿器科 梶原　進也 清水　浩一 東　真一郎
脳神経外科 河野　浩人 新阜　宏文 新阜　宏文
（心臓血管外科）（14：00～16：00） 脇坂　穂高
眼科
受付：8：30～11：00 布目　貴康 布目　貴康

■婦人科：奥村　亜純（水曜日　受付：8：30～ 11：00）■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～ 11：00）
■皮膚科：近藤　誠（火曜日　受付：14：00～ 15：30）■炎症性腸疾患外来【完全予約制】：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～ 16：00）

上野総合市民病院の外来診療担当表
【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※１月１日現在の診療表です。
※診療時間が異なる場合は、（　）内に記載
※臨時に休診になる場合、診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※初診の人はかかりつけ医からの紹介状をお持ちください。なお、お持ちでない場合は、初診時選定療養費（7,700 円）が
必要となることがあります。

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　世界的に有名な「モンスターハンター」との期
間限定コラボレーションイベントを開催していま
す。ぜひ「忍者・信楽焼」と「モンスターハンター」
の世界を満喫してください。
【と　き】　３月 31日㈮まで
【内　容】　○特別展示
　　　　　○市内クエストラリー
　　　　　○オリジナルコラボグッズ販売
　　　　　○市内各施設内での体験
　　　　　○信楽高原鐵道コラボレーション
　詳細は特設サイトをご覧ください。
【問い合わせ】
　（一社）甲賀市観光まちづくり協会
　観光インフォメーションセンター
　甲賀流リアル忍者館　☎  0748-70-2790

「モンスターハンター」×甲賀市
コラボイベント開催中！

亀山市亀山市
東海道のおひなさま　亀山宿・関宿

　旧東海道の亀山宿、関宿の街
道沿いの公共施設や民家、店舗
などにさまざまなひな人形が飾
られます。また、素敵な商品が
当たる「デジタルスタンプラ
リー」も開催されます。
　華やかなひな飾りを眺めなが
ら、風情ある町並み散策をお楽しみください。
【と　き】　２月 11日（土・祝）～３月５日㈰
【ところ】　
○亀山宿
　（旧舘家住宅、市民協働センター「みらい」ほか）
○関宿（関宿足湯交流施設、旧落合家住宅ほか）
【アクセス】
○亀山宿…JR亀山駅から徒歩約 15分
○関宿…JR関駅から徒歩約５分
※詳しくは亀山市観光協会のホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会
　（亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877

芭蕉翁記念館だより

　早春の頃に、猫が甲高い声でけたたましく鳴く
のを耳にしたことがあるかと思います。夜に聞くと
少し不気味なものですが、俳句の世界では、この
現象を「猫の恋」と名づけて春の季語にしています。
　　まとうどな犬ふみつけて猫の恋
　『蕉翁句集草稿』などに掲載されている芭蕉さ
んの句です。「まとうど」とは、愚直な人のことです。
恋に夢中で他のものは眼中にない猫と、猫に踏み
つけられても何が起こったかわからずぽかんとして
いる犬が対比的に描かれたユーモラスな一句です。
◆企画展「芭蕉と俳句の歴史」開催中
　３月 12日㈰まで
○ギャラリートーク　
　２月 11日（土・祝）、３月５日㈰
　午後１時 30分～　※要入館料
【問い合わせ】
○文化振興課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　本格的な受験シーズンが
到来し、電車通学の時間を
利用して勉強する学生さん
の姿をよく見かけます。受
験生の皆さんは春に向けて
最後のひと頑張りですね。
　市では、各種通学定期券の購入費の一部を助成して
います。伊賀鉄道をはじめ、公共交通を利用して通学
している人がいるご家庭はぜひ申請してください。
◆伊賀鉄道通学定期券購入費助成金
　※市民以外も申請可能

◆公共交通通学定期券購入費重点支援助成金
　※市民のみ申請可能

　いずれの助成金も申請は３月６日㈪まで
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより
学生の皆さん、助成金の

申請はお済みですか？

伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などの事業に連携して取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にありながら、従来から買
い物、医療、仕事、文化、スポーツなど、生活に
おいて繋がりがあり、圏域外に誇れる結びつきの
強い地域となっています。
　圏域を構成する市町村がイチ押しのイベントな
どを紹介します。

山添村山添村

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]

定住自立圏域

笠置町笠置町

南山城村南山城村

第15回笠置町フォトコンテスト 
　笠置町の四季折々の
自然景観・史跡・文化
財・観光施設・祭事な
どを題材とした写真を
募集します。たくさん
のご応募お待ちしてい
ます。
【応募期限】　２月 28日㈫　※当日消印有効
【応募規定】
○令和４年３月１日以降に応募者自身が撮影した
未発表の作品（一人５点まで）

○その他の規定など詳しくは笠置町
ホームページをご覧ください。

【応募方法】　郵送、持参、メール
【応募先・問い合わせ】
　笠置町商工観光課　☎  0743-95-2327

～宇治茶の主産地・南山城村の
歴史とお茶を巡る・感じる～

【と　き】　３月 12日㈰　午前９時～午後１時頃
※雨天中止
【集合場所】
　JR大河原駅前（受付：午前８時 20分～）
※春光寺などを巡る約５kmのコースです。
※やまなみホールで
のお茶席体験後、
現地解散

【定　員】
　先着25人
【申込方法】　電話
【申込期限】　２月 22日㈬　午後５時
【申込先・問い合わせ】
　南山城村総務財政課　☎ 0743-93-0102

ウォーキングイベント春の訪れ

神野山・めえめえ牧場
　神野山（標高 618.8m）は、県立月ヶ瀬神野山
自然公園に指定され、関西有数の星空観測スポッ
トとして県内外から多くの人が訪れています。
　また、山腹にあ
る「めえめえ牧場」
では、羊せんべい
の餌やり体験や毛
刈り体験ができ、
３月下旬には子羊
のおひろめ会が予定されています。
【開園時間】　午前９時 30分～午後４時 30分
　（放牧の時間は異なります。）
【休園日】
　水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
【問い合わせ】
　めえめえ牧場　☎  0743-86-0131

第 14回最優秀作品「笠置の夕景」

春光寺
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３月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

１歳６カ月児健診 14 日㈫ 13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

９日㈭
13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）23日㈭

乳幼児相談

６日㈪ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター 育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

７日㈫ 10：00～ 11：30
13：30～ 15：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

15日㈬
9：30～ 11：30

青山子育て支援センター

17日㈮ 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ３日㈮・10日㈮・
17日㈮・24日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

※ 31日はありません。

おはなしひろば“わくわく” 未就学児と
保護者 16日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：3/1 ㈬　9：00～

おたんじょう会 ３月生まれの
未就学児 27日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：3/15 ㈬　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） 10日㈮ 10：00～ 手形アート（定員 12組）※予約受付：2/24 ㈮　9：00～

ぴよっこエプロン 未就園児
（満１歳６カ月～） 17日㈮ 10：00～ 食育ペープサート（定員 10組）※予約受付：3/3 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 28日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：3/14 ㈫　9：00～

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば 子育て中のみなさん
（就学前親子） 20日㈪ 10：00～ 美文字講座（定員 10組）※予約受付：3/6 ㈪　9：00～

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ４日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

すくすく Baby ７～ 11カ月 15日㈬ 14：30～ 赤ちゃん体操（定員 10組）※予約受付：3/8 ㈬　9：00～

公開講座 未就学児 15日㈬ 10：00～ 作ってあそぼう（定員 40人）　場所：青山福祉センター
※予約受付：3/1 ㈬　9：00～

キラキラぷち① 2021年４～９月生まれ 16 日㈭ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）※予約受付：3/9 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 17日㈮ 14：30～ 親子ふれあい遊び（定員 10組）※予約受付：3/10 ㈮　9：00～

キラキラぷち② 2021年 10～
2022年３月生まれ 28日㈫ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）※予約受付：3/20 ㈪　9：00～

おともだちあつまれ！
　青山子育て支援センター「おともだちあつまれ！」では、毎月第２木
曜日は０～１歳児、第３木曜日は２歳児以上を対象に、からだ遊びや工
作などを行っています。
　この日は、はじめに音楽に合わせてからだを動かしたり、絵本の読み
聞かせなどをしました。次に今年の干

え
支
と
であるうさぎの絵馬を作りまし

た。子どもたちは色ペンでうさぎの目や鼻などを描き入れて、絵馬が完
成すると嬉しそうな様子でした。その後はおもちゃで遊んだり、お絵か
きやままごとなどをして自由に楽しんでいました。

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就園児 12日㈰ 10：00～ 手裏剣をつくって遊ぼうの巻

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00
おはなし会 未就学児 １日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
０～１歳児 ９日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 16日㈭

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ６日㈪ 10：00～ ミニアルバム作り（定員 10組）※予約受付：2/28 ㈫　9：00～

のびっこひろば 未就学児 27日㈪ 10：00～ 大きくなったね（定員 10組）※予約受付：3/20 ㈪　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kosodate@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00

さあ始めよう離乳食教室 ４～５カ月の親子 １日㈬ 14：00～ 定員５人　※予約制離乳食の始め方

離乳食お悩み相談室 6カ月以上の親子 ８日㈬ 10：00～ 定員３人　※予約制離乳食を開始している人
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定 27日㈪ 13：30～ 13：30～ 15：00の間の都合のつく時間にお越しください。

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 １日㈬・８日㈬・
15日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 ６日㈪・13日㈪ 10：00～ 大きくなったね
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まま ちち かか どど 通通 信信

　１月１日（日・祝）、大山田温泉さるびの周辺で「おおやまだ元
日マラソン」が開催されました。
　この日は、５kmと 3.5kmのマラソンと２kmのウォーキン
グの 3種目が行われ、参加者たちは種目別に分かれて順次さ
るびの温泉をスタートしました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で２年連続で中止になった
ため、今年は３年ぶりの開催となりました。市内外から472 人
が参加し、新年のはじまりをさわやかに汗を流して楽しみました。

おおやまだ元日マラソン

男女一緒に気づいて広がる発見講座
　12月 14 日㈬、ハイトピア伊賀で「男女一緒に気づいて広
がる発見講座」を開催しました。
　この日は、「海外からジェンダーを考える～ネパール編」と
題して、ネパールの社会に深く根付いている、宗教、地域、身
分、ジェンダーによる格差や差別の現状が報告された後、差別
の撤廃、法制度や意識の変革に取り組む活動などが紹介されま
した。

１

１

２

２

３

３

２

２

４

４

１．ネパールの文化や慣習な
どが紹介されました。
２．講師の（公財）とよなか国際
交流協会の山本愛事務局次長
３．身分制度廃止後も差別が
残っている現状が報告されま
した。
４．日本とは違う文化を学ぶ
参加者

１．スタートの合図で一斉に
駆け出しました。
２．最後の上り坂を駆け上が
るランナーたち
３．朝日を浴びながらウォー
キングを楽しみました。
４．恒例のお楽しみ抽選会の
様子

まま ちち かか どど 通通 信信

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　
広
報
い
が
へ
の
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
広
報
い
が
は
市
内
の

各
戸
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
発
行
部
数
】

　
毎
号
約
３
万
５
０
０
０
部

【
掲
載
料
】
　１
枠
：
２
万
円

　（
縦
５
cm×

横
９
cm
）

【
申
込
期
限
】
　発
行
日
２
カ
月
前

【
問
い
合
わ
せ
】
　秘
書
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

令和５年成人式
　１月８日㈰、市内９カ所の会場で成人式を行いました。今回
の成人式には、平成 14年４月２日から平成 15年４月１日ま
でに生まれた 593人が参加しました。
　中学校区ごとの会場では恩師からのビデオメッセージなどが
上映され、参加者たちは懐かしい思い出を振り返っている様子
でした。

１

２ ３２ ４

１・２．各会場でバルーン
リリースや花束のプレゼ
ントなどを行いました。
３．緑ケ丘中学校区では
岡本市長がお祝いの言葉
を述べました。
４．参加者を代表してあ
いさつする大山田中学校
区の実行委員

１．市内外から 424点の
作品が集まりました。
２．昭和 50 年から平成
23 年までの卯年の絵馬も
展示されました。
３．迫力のある作品に多く
の人が見入っていました。
４．展示期間中、毎日先
着10人にミニ絵馬をプレ
ゼントしました。

　１月４日㈬から７日㈯、ハイトピア伊賀で「卯の春展」を開催
しました。新春恒例の干

え
支
と
の春展は昭和 25年から続く伝統ある

企画展で、今年の干支「卯」にちなんだ絵馬や、絵手紙・切手・
伊勢型紙・絵画などのサークル団体作品、子どものうさぎの絵な
どを展示しました。
　訪れた人は、個性あふれる絵馬などの力作を一つひとつ見て楽
しんでいる様子でした。

卯
う

の春展

１

２ ４３
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

子育て・教育

　ユネスコ無形文化遺産の「上野天神
祭のダンジリ行事」で奏でられるお囃
子を体験しませんか。

【と　き】　２月 26 日㈰
　　　　　午後１時 30分～３時

【ところ】　上野西部地区市民センター
　　　　　２階ホール

【講　師】　上野福居町囃し方
【対象者】　小学生とその保護者
【定　員】　10組
※申込多数の場合は抽選

【申込方法】　氏名・学年・住所・電話
番号を下記まで。

【申込期限】　２月 17日㈮
【申込先】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

「上野天神祭のダンジリ行事」
お囃

はや

子
し

演奏体験申

【募集人数】　若干名
【応募資格】
○看護師
看護師免許を取得するため、看護専
門学校または看護系大学に入学・在
学する人で、卒業後に病院で看護師
として勤務する人

○介護福祉士
介護福祉士資格を取得するため、介
護福祉士養成施設に入学・在学する
人で、卒業後に病院で介護福祉士と
して勤務する人

【貸与額】
○看護師
　月額５万円または８万円
○介護福祉士
　月額５万円

【返還の免除】
　卒業後、速やかに看護師免許または
介護福祉士資格を取得し、次の期間に
上野総合市民病院で勤務した場合は、
修学資金の返還を免除します。
○５万円の場合
　貸与を受けた期間に相当する期間
○８万円の場合
貸与を受けた期間の 1.5 倍に相当
する期間

【選考方法】　書類審査・作文・面接
【応募方法】
　次の書類を郵送または持参で下記ま
で。申請書は上野総合市民病院ホーム
ページからダウンロードできます。

【応募先・問い合わせ】　病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

◆人形劇団「むすび座」公演
　人形劇を通して子どもたちの想像力
や情操の豊かさを育みませんか。大人
も魅了されると評判の人形劇を家族で
お楽しみください。

【と　き】　２月 25 日㈯
　午前 10時 30分～ 11時 30分

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　５階多目的大研修室

【演　目】
○ひもルンぱ♪
○まほうねずみのシュッポ

【対象者】
　市内の小学校３年生以下の子どもと
その保護者

【定　員】　先着 120人
【申込方法】
　参加する保護者と子どもの住所・氏
名・年齢（学年）・電話番号を下記まで。
※1回の申し込みにつき１家族分のみ。
複数家族分をまとめて申し込むこと
はできません。

【申込期間】　２月６日㈪～ 17日㈮
※受付時間：平日午前９時～午後５時
※定員になり次第締め切り　　

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

看護師・介護福祉士
修学資金制度

青少年健全育成推進
大会申

看護師 介護福祉士

【と　き】
　５月 20 日、６月３日・17 日
　（土曜日、午後１時～３時）

【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　（津市桜橋 2-131）

【内　容】
○視覚障がいについて
○点訳の基礎知識、実技

【対象者】
　県内在住の 18歳以上の人で、講習
会全日程に参加でき、引き続き７月か
らの原則第１・第３土曜日に開催する
点訳奉仕者中級養成講習会に参加でき
る人

【募集人数】　20人
※応募多数の場合は選考

【料　金】
○ 1,540 円（テキスト代）
　※事前購入
○ 1,980 円（点字器代）

【申込方法】
　郵送、ファックス、メール
※詳しくは、三重県視覚障
害者支援センターのホー
ムページをご覧ください。

【申込期限】　４月 14日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター
　☎  059-213-7300
　℻  059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp 

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎  22-9657　℻  22-9662

点訳奉仕者
初級養成講習会申

募集職種や業務内容、勤務条件な
どは、市ホームページまたはハロー
ワークの求人をご覧ください。
【問い合わせ】　人事課
　☎  22-9605
　℻  22-9742
　 jinji@city.iga.lg.jp

令和５年度会計年度任用職員募集情報
市役所で働きませんか

　このシールを貼って
いる人が困っていた
ら、正面からやさしく
声をかけてください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

タテ2.5cm×ヨコ4cm

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。
　　　奈良東大寺二月堂の「お水
取り」は有名ですが、伊賀にもそ
れに良く似た「達陀（だったん）
の行法」等の行事を行うお寺が島ヶ
原にありますが、その行事は正月
堂の（　　　）です。
①修二会
②修正会
③大餅会
④観音会

（答えは 23ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人や家族、地域の人など、
誰でも参加できるカフェです。「認知
症について知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひお
越しください。

【と　き】　２月 14 日㈫
　　　　　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から 20 分間は、
健康体操や脳トレを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　聴覚に障がいのある人は外見からは
分かりにくく、周りから誤解を受けた
り、危険にさらされたりするなど、社
会生活で不安があり
ます。
　「耳マーク」は聞
こえない・聞こえに
くいことを表すとと
もに、聞こえない人・
聞こえにくい人への配慮を表すマーク
です。
　市では、窓口に「耳マー
ク」を掲示し、筆談などの
方法で応対しています。
　また、要約筆記奉仕員・
手話通訳の派遣を行ってい
ます。対象者や利用方法な
ど、詳しくはお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎  22-9656　℻  22-9662 　

　同じ病気の人の話を聴いたり、お互
いの悩みを話したり、一人で悩まずに
お話しませんか。

【と　き】　３月２日㈭
　午後１時 30分～３時 30分

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　４階ミーティングルーム

【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

いがオレンジカフェ

耳マークを
ご存じですか

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀申

健康・福祉

情 報
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APPROVAL NO. L633265

　認知症の人を介護する家族の情報交
換の場です。

【と　き】　２月 28 日㈫
　　　　　午後１時 30分～４時

【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202

【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事前
に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　東部サテライト
　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

手話通訳派遣

要約筆記派遣

【と　き】
○半日コース：７日間
　５月 12 日、19 日、26 日、
　６月 2 日、　9 日、16 日、23 日
　（金曜日、午前 10時～正午）
○１日コース：４日間
　５月 13 日、27 日、
　６月 10 日、24 日
　（土曜日、午前 10時～午後３時）
　※最終日は午前のみ

【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　（津市桜橋 2-131）

【内　容】
○視覚障がい者理解・音訳ボランティ
アの役割について
○正しく伝えるための音訳基礎知識、
実習
○パソコンを使った録音実習
○ボランティアグループ紹介、活動に
向けての案内

【対象者】　講習会全日程に参加でき、
音訳の経験がなく、パソコンを使用で
きる人で、ボランティアとして活動す
る意欲のある人

【募集人数】　各コース 25人程度
【料　金】　1,210 円（テキスト代）
　　　　　※事前購入

【申込方法】
　郵送、ファックス、メール
※詳しくは、三重県視覚障
害者支援センターのホー
ムページをご覧ください。

【申込期限】　４月 14日㈮　※必着
【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター
　☎  059-213-7300
　℻  059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎  22-9657　℻  22-9662

音訳奉仕者
養成講習会申

　希望される場合はお問い合わせ
ください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

伊賀の中世城館　阿波編
　市内には数多くの中世城館跡が所在
し、特に大山田地域では 80カ所近く
あることが知られています。今回は阿
波地区の中世城館跡にスポットを当
て、関係資料の展示を行います。

【と　き】
　２月 18 日㈯～３月 31 日㈮
　午前 10時～午後３時
　※月・火曜日は休館

【ところ】
　大山田郷土資料館　１階図書室

◆現地説明会　
　講師の講話を聴いた後、徒歩で中世
城館跡へ移動して見学を行います。

【と　き】　２月 25 日㈯
　　　　　午後１時 30分～４時　

【ところ】
　阿波地区市民センター　研修室

【講　師】
　寺岡　光三さん

【定　員】
　先着 20人（高校生以上）

【申込方法】　電話
【申込先】　大山田郷土の広場
　☎  090-4514-5079（西嶋）

【問い合わせ】
○大山田郷土資料館
　☎  48-0303
○文化財課
　☎  22-9678　℻  22-9667

【と　き】　２月 18 日㈯
　　　　　午後２時～３時 30分
　　　　　（開場：午後１時 30分）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　５階多目的大研修室

【内　容】
○演題：「伊賀衆から伊賀者へ」
○講師：三重大学副学長・教育学部教授
　　　　藤田　達生さん

【料　金】　500円
【定　員】　先着 100人
【申込先・問い合わせ】　
　上野高校同窓生有志の会（宮田）  
　☎ 080-8851-6934
　  miyatacky@gmail.com

　子どもから高齢者まで幅広い年代の
芸術作品を展示します。

【と　き】
○２月 18 日㈯　午前９時～午後５時
○２月 19 日㈰　午前９時～午後３時

【ところ】　大山田 B&G 海洋センター
　　　　　アリーナ

【内　容】
　絵画・書・彫塑・手工芸など

【問い合わせ】
　大山田芸術文化祭実行委員会事務局
　（山田地区市民センター）
　☎  47-1777

【と　き】　２月 21 日㈫・22 日㈬
　　　　　午前９時～午後４時

【ところ】
　伊賀市消防本部　３階研修室

【料　金】
　4,000 円（テキスト代）
※伊賀市防火協会員は 2,000 円

【定　員】
　先着 40人

【申込方法】
　対象者かどうかお問い合わせの上、
写真１枚（横３cm×縦４cm）・料金
を下記まで持参

【申込期間】
○市内在住・勤務の人
　２月 13日㈪～ 17日㈮
○それ以外の人
　２月 15日㈬～ 17日㈮
　午前 8時 30分～午後 5時 15分

【申込先・問い合わせ】　予防課
　☎  24-9105　℻  24-9111 　「読書会」とは、事前に課題本を読

んで、その本の内容や感想などを自由
に話し合う場です。いろいろな人から
本の感想を聞いて、新たな気づきを得
ませんか。

【課題本】
○『ゲド戦記』ル＝グウィン／著　
※全６巻中の１巻のみ読了の場合や、
映画を観ての参加もできます。

○ル＝グウィンの著作
【と　き】　２月 19 日㈰
　　　　　午前 10時～ 11時 30分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【定　員】　10人（18歳以上）
【申込方法】　来館または電話
【申込期限】　２月 12日（日）
【申込先・問い合わせ】　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999

大山田郷土資料館
第４回企画展

「中世伊賀自治国」
再発見セミナー申

第 38 回大山田芸術
文化祭（展覧会）甲種防火管理新規講習申

大人の読書会申

「ヘルプマーク」を
知っていますか？

　　　　　援助や配慮を必要とする
　　　　　人が伝えやすく、支援が
　　　　　できる人が気づきやすく
なる「おもいやりの絆」をつなげる
マークです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

　「ふるさと梅園」の梅の開花に合わ
せ、人と人とのつながりを深め、人権
文化を広げるために開催します。

【と　き】　２月 24 日㈮　午後７時～
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール

【内　容】
○歌謡ショー：林田　麻友子さん
○落語：露の新治さん
○人権劇：布引地域住民自治協議会
　　　　　人権教育文化部会

【問い合わせ】　ライトピアおおやまだ
　☎  47-1160　℻  47-1162

ライトピアおおやまだ
「梅まつり」

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　樹木に関する基礎知識や道具の取扱
方法などの技術を習得しませんか。

【と　き】　２月 18 日㈯
　　　　　午前９時～午後４時
※雨天の場合２月 25日㈯

【ところ】
○講義：伊賀市シルバーワークプラザ
　　　　２階（西明寺 2782-92）
○実習：三重県立伊賀白鳳高等学校
　　　　（緑ケ丘西町 2270-1）

【対象者】　市内在住の 55歳以上の人
【定　員】　20人
※応募者多数の場合は抽選

【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下記
まで。

【申込期間】　２月３日㈮～ 14日㈫
【申込先・問い合わせ】
　（公財）伊賀市シルバー人材センター
　☎  24-5800　℻  23-2040

剪
せん

定
てい

講習会申

【と　き】　２月 17 日㈮
　　　　　午後７時 30分～９時

【ところ】　いがまち人権センター
※オンライン配信のみ

【内　容】
○テーマ：
部落問題における「公正世界仮説」、
「圧倒的な無理解」等を実態調査か
ら考える（仮）
○講師：
関西大学社会学部教授
　内田　龍史さん

【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎  45-4482　℻  45-9130

第４回いがまち人権
センター解放講座

イベント・講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「感染症と人権」
　「同和問題」

【と　き】　２月１日㈬～ 27 日㈪
【ところ】　本庁舎　３階
　「障がい者の人権Ⅱ」

【と　き】　２月６日㈪～ 17 日㈮
【ところ】　いがまち保健福祉センター
　「外国人の人権」

【と　き】　２月６日㈪～ 17 日㈮
【ところ】　島ヶ原支所
　「性的マイノリティ」

【と　き】　２月６日㈪～ 17 日㈮
【ところ】　阿山支所　１階ロビー
　「インターネットと人権Ⅱ」

【と　き】　２月６日㈪～ 17 日㈮
【ところ】
　青山複合施設アオーネ　ロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

◆寺田市民館　じんけんパネル展
「笑顔で暮らしたい、この街で

～犯罪をめぐる人びとの人権～」
【と　き】　２月１日㈬～ 27 日㈪
※開館延長日　14日㈫、21日㈫

【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展
　「2022 年度部落差別撤廃のための
　人権センターの活動紹介」

【と　き】
　２月 13 日㈪～３月 31 日㈮
※開館延長日　２月16日㈭、３月２日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展 【と　き】　３月５日㈰
　①午前９時 30分～ 10時 30分
　②午前 11時～正午

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
　妊婦体験・沐

もく
浴
よく
体験・妊婦相談・育

児相談など
【持ち物】　母子手帳
【対象者】　妊婦とその家族
【定　員】　各回先着８組
【申込方法】　電話
【申込受付開始日】　２月９日㈭
※定員になり次第締め切り

【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　３月８日㈬
　　　　　午後１時 30分～３時

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】　離乳食前期（１～２回食）
の離乳食の調理

【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エプ
ロン・三角巾・手ふきタオル

【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。

【申込受付開始日】　２月９日㈭
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

ウェルカムベビー教室申

離乳食教室申

　

●２月 24日㈮
　午前９時 30分～ 11時 30分
　午後１時～４時
　伊賀市役所１階ロビー
●３月５日㈰
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　アピタ伊賀上野店
※日程は変わる場合があります。

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666

献血のご案内

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続きや、
気になることなど、気軽に
お問い合わせください。

子育て何でも問い合わせ窓口

　　お薬手帳を1 冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

【と　き】　３月 10 日（金）
【ところ】　上野フレックスホテル
　　　　　２階オークホール
　　　　　（平野中川原 544-2）

【内　容】
　伊賀市、名張市、周辺地域の企業約
60社が参加予定の合同企業セミナー
※ 30社ずつ２部入替制
○第１部　30社
　午前９時 30分～午後０時 30分
　（受付：午前９時～）
○求職者向けマイナビ講座
　午後０時 40分～１時 20分
　•エントリーシート対策講座
　•面接対策講座
○第２部　30社
　午後１時 30分～４時 30分
　（受付：午後１時～）

【対象者】　大学・短大・専門学校卒業
予定者、転職者・未就職者
※学生と保護者が一体となって就職活
動に取り組めるように、保護者にも
企業情報を提供します。

【問い合わせ】　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

伊賀市・名張市
合同就職説明会

伊賀市役所 本庁舎

２月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆４階市民ギャラリー
○伊賀市寄贈絵画展
◆１階玄関横
○伊賀市寄贈作品展示
　絵画
　「ホウニジネン」
　百上　奈歩さん
　
　陶芸
　「白いかたまり」
　尾花　友久さん

○いけばな（伊賀華道協会）
※都合により展示物が変わる場合
があります。
※観覧時間は市役所の
　開庁時間に準じます。

【問い合わせ】
　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619

　マイナポイントの対象
となるマイナンバーカー
ドの申請期限が２月末ま
でに延長となりました。
　本人確認書類だけでな
く健康保険証としても利
用できる便利なマイナンバーカードの
申請を、この機会に検討してみません
か。マイナンバーカード出張申請サ
ポートでは、お買い物ついでに気軽に
マイナンバーカードの申請できます。
顔写真の無料撮影も行います。
　なお、出張窓口では、マイナポイン
トの申請支援は行いません。

【と　き】　２月４日㈯・５日㈰
　午前 11 時～午後５時

【ところ】　アピタ伊賀上野店
　１階特設会場（服部町 1788）

【持ち物】　不要
【問い合わせ】　住民課
　☎  22-9645　℻  22-9643

マイナポイントは
受け取りましたか

　お寄せいただいた義援金は、日
本赤十字社を通じて、支援を必要
とする方々にお届けします。
【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎  26-3940
　℻  22-9673

義 援 金 受 付 中

お知らせ

お出かけは　マスク戸締り　火の用心
【と　き】　３月１日㈬～７日㈫
　建物火災の大半は住宅火災で、その
ほとんどが、ちょっとした気の緩みや
不注意によって起きています。春先で
も、コンロやストーブが原因の火災が
多発します。
　コンロやストーブの近くに燃えやす
いものを置かない、コンロから離れる
ときは火を消す、ストーブの火をつけ
たまま給油しないなど、火の取扱いに
注意しましょう。

◆枯草火災の防止
　例年、市で発生する火災の半分以上
は枯草火災です。火災防止のため水を
入れたバケツや水道ホースの準備をし
ていても、炎は予想以上の速さで燃え
広がり、消火が追いつかなくなる場合
があります。
　屋外での焼却行為は、「廃棄物の処
理及び清掃に関する法律」で原則禁止
しています。公益上または慣習上など、
やむを得ず行う場合は、次のことに注
意してください。

○焼却をする時は、消防署へ事前に
届け出をする。

○空気の乾燥している時や風の強い
日は避ける。

○枯草に直接火入れをせず、刈り
取った草を集めて安全な場所で焼
却する。

○火が燃え広がらないように、最後
まで監視する。

○火から離れる時は、きちんと消
火する。

○火災に備えて消防への連絡体制を
確保する。

【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

春季全国火災予防運動

　市政情報をケーブルテレビ放送
を通じてお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、右の２
次元コードからご確
認いただけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】　２月 12 日㈰
　　　　　午後１時 30分～３時
　　　　　（開場：午後１時）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　５階多目的大研修室

【内　容】
○演題：三重県名張市における安政伊
　　　　賀上野地震の痕跡
○講師：近畿大学工業高等専門学校
　　　　准教授　田中　和幸さん

【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
※ヒアリングループを設置します。車
椅子での聴講もできます。

【定　員】　先着 10人
※年間講座登録者は除く。

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

第７回悠々セミナー申

【と　き】　３月４日㈯
　　　　　午後１時～５時
　　　　　（受付：午後０時 45分～）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　３階コミュニティ情報プラザ

【内　容】
○講演
　「創業するまでに知っておくこと」
　講師：中小企業診断士
　　　　横山　博昭さん
　「創業者の特別講演」
　講師：洋菓子店経営者
　　　　北川　佳幸さん
○ディスカッション
開業資金を借りるまでの流れについ
て、支援機関、三重県信用保証協会
が質問などにお答えします。
○創業に関する税務のこと
　講師：税理士　竹内　一馬さん
○交流会

【対象者】
　三重県内で創業に興味のある人

【定　員】　先着 15人
【申込方法】　住所・氏名・生年月日・
電話番号・メールアドレスを下記まで。

【申込期限】２月 24日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重県信用保証協会創業支援課
　☎  059-229-6060
　℻  059-229-6344
　 so-gyo@cgc-mie.or.jp

創業セミナー申

　阿保地区の歴史的街並みで、街道ま
つりを行います。

【と　き】　３月５日㈰
　　　　　午前 10時～午後２時

【ところ】
　旧青山支所跡付近・初瀬街道阿保宿

【問い合わせ】
　阿保地区住民自治協議会　
　☎  52-2000

第 15 回
初瀬街道まつり

　三重県指定史跡・名勝である蓑虫庵
の保存整備事業に伴う蓑虫庵茅葺屋根
の葺き替え工事現場見学会を開催し
ます。

【と　き】　２月 11 日㈯　
○午前 10時 30分～
　（受付：午前 10時～）
○午後１時 30分～
　（受付：午後１時～）
※各回 20分程度
※工事の状況や雨天などにより葺き替
え作業ができない場合は中止

【ところ】　蓑虫庵
　　　　　（上野西日南町 1820）

【解　説】
　蓑虫庵茅葺屋根葺き替え工事担当者

【料　金】　入館料が必要です。
※蓑虫庵駐車場を利用する場合は駐車
料も必要です。

【定　員】　各回 20人
【申込方法】　電話
【申込期間】
　２月７日㈫～ 10日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分

【申込先・問い合わせ】　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619

【と　き】　３月２日㈭
　午後２時～午後３時 30分

【ところ】
　伊賀市シルバーワークプラザ　２階

【対象者】　市内在住の 60歳以上の人
【料　金】　1,500 円（材料費）
【定　員】　25人
※応募者多数の場合は抽選

【申込方法】　住所・氏名・年齢・電話
番号を下記まで。

【申込期間】　２月３日㈮～ 22日㈬
【申込先・問い合わせ】
　（公財）伊賀市シルバー人材センター
　☎  24-5800　℻  23-2040

【と　き】　３月２日㈭
　　　　　午前 10時～正午

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室　

【内　容】　生春巻き、春巻きなど
※メニューは、変更することがあります。
※作った料理は持ち帰ります。

【講　師】　グエン ティ ヒップさん
【持ち物】　エプロン・三角巾・マスク
【料　金】　500円
【定　員】　先着６人
【申込受付開始日】　２月６日㈪～
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会　
　☎  070-4455-4900　℻  22-9631
　 mie-iifa@ict.jp

蓑虫庵茅
かや

葺
ぶき

屋根
葺
ふ

き替え現場見学会申春の寄せ植え教室申

世界の料理教室
（ベトナム編）申

　回答方法など詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636　℻  24-7900
　 hisho@city.iga.lg.jp

「広報いが」について
あなたの声を聞かせて
ください

読者アンケートに
ご協力ください
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　消防団員（基本団員・支援団員）を
募集しています。詳しくはお問い合わ
せください。

【入団資格】
　市内在住の 18歳以上の人

【活動内容】
○消火活動
火災の消火・警戒活動など

○救助活動
地震・風水害などの大規模災害での
救出活動や避難誘導など

○啓発活動
地域の訓練での防火・防災指導や応
急手当の普及活動など

○教育訓練
災害に備えた訓練や研修など

※女性分団は、消火活動などは行わず
主に防火防災啓発活動を行います。

※支援団員は、災害時など特定の活動
に限定して地域内で活動し、基本団
員を補完する役割を担います。

【待　遇】
　消防団員は、非常勤特別職の地方公
務員です。
○年額報酬（基本団員のみ）・出動報
酬の支給

○出動に係る費用弁償の支給
○被服などの貸与
○消防団活動中の負傷に対する補償
○消防団員福祉共済制度
○「全国消防団員応援の店」での優待
○必要に応じ、勤務先に「出動証明書」
を発行

【問い合わせ】　地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

【募集人数】
○農業委員会委員：１人
○農地利用最適化推進委員：若干名 
※各担当地区など、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

【応募資格】
　農業に関する知識を持ち、原則、市
内在住の人

【任　期】
○農業委員会委員
　７月 20日～令和８年７月 19日
○農地利用最適化推進委員
　委嘱日～令和８年７月１９日

【報　酬】
　条例に基づき支給

【応募方法】
　農業委員会事務局または各支所にあ
る応募用紙に必要事項を記入・押印の
上、下記まで。

【選考方法】　書類審査
※地区の構成比率などを考慮して決定
します。

【応募期間】
　２月 17日㈮～３月 16日㈭
　※土・日曜日、祝日を除く。

【応募先】
○農業委員会事務局
○各支所

【問い合わせ】
　農業委員会事務局
　☎  22-9720　℻  22-9715
　 nougyou@city.iga.lg.jp

　三重交通営業路線バスの運賃改定に
伴い、廃止代替バス（友生線、諏訪・
予野線、西山・島ヶ原線、柘植線、月
瀬線）の運賃を改定します。
　これまで、廃止代替バスの運行は効
率化を図るなどしてきましたが、利用
者の減少が進み、収支が厳しい状況に
あります。ご理解をお願いします。

【改定日】　３月１日㈬
【改定内容】
○普通運賃：平均 4.1％値上げ
○通勤定期運賃：平均 6.8％値上げ
※通学定期運賃は据え置きです。
　（例）上野市駅～ゆめドーム前
　（改定前）380円→（改定後）410円

【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　FAX22-9694

消防団員募集 農業委員会委員・農地利用
最適化推進委員募集廃止代替バス運賃改定

　16 ページの答え　
②修正会（しゅしょうえ）
　毎年、２月 11日に地区の頭

とう

屋
や

か
ら大

だい

餅
ひょう

や野菜で作った鬼
おに

頭
がしら

などを
「エットウ、エットウ」と掛け声を
かけながら正月堂に練り込んでお
供えし、翌 12日には練行衆が本尊
厨
ず

子
し

の周りを鉦
かね

や太鼓を打ち鳴ら
しながら松

たい

明
まつ

を振りかざして荒行
を行います。東大寺の修

しゅ

二
に

会
え

に対
して、正月堂の修正会と言われま
す。県指定の無形民俗文化財です。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力
　本部伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

自衛官採用試験情報

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式YouTubeチャンネルで配信中！

【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657
　℻  22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

障がいや病気などの理由でマスク
の着用が難しいことへの理解をお
願いします。

マスクを着けられない人の
「意思表示バッジとカード」

年末夜警出発式

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　市では、事業で利活用する見込みが
ない土地などを、一般競争入札などの
方法により売却・貸付しています。最
新の物件情報は、市ホームページをご
覧ください。

【問い合わせ】　資産経営課
　☎ 22-9690　℻  24-2440

　伊賀県税事務所で行っている法人県
民税・法人事業税の課税業務は、４月
１日から「津総合県税事務所」で行い
ます。
　４月以降、申告書などの提出（郵送
可）と申告に関するお問い合せ・ご相
談は、津総合県税事務所へお願いしま
す。
　納付や納税証明書の発行は、これま
でどおり伊賀県税事務所でも行います。

【問い合わせ】
○三重県伊賀県税事務所
　（３月まで）
　☎ 0595-24-8024
○三重県津総合県税事務所
　（４月以降）
　☎ 059-223-5028

より加入しやすく・
生活設計に応じた年金受給

◆ポイント１　
　若年者が加入しやすいよう保険料を

引き下げ
　35歳未満の人は、月額１万円から
加入できます。

【対象者】　次の①～⑤のいずれにも該
当しない人
①認定農業者かつ青色申告者
②認定就農者かつ青色申告者
③①または②の者と家族経営協定を締
結し経営に参画している配偶者また
は直系卑属
④認定農業者または青色申告者
⑤①または②以外の農業を営む者の直
系卑属で、その農業に常時従事する
後継者

◆ポイント２
　受給開始時期の選択肢を拡大
　年金の受給開始時期を、ご自身で選
択できます。

【受給開始時期】
○農業者老齢年金：65～ 75歳
○特例付加年金：65歳以上
　（年齢上限なし）

【受給要件】
○農業者老齢年金：65歳以上
○特例付加年金：
• 60歳に達した日の前日において
20年以上の保険料納付済期間な
どを有していること
•農業を営む者でないこと（経営継
承を完了していること）

　• 65歳以上
◆ポイント３
　加入可能年齢の引き上げ
　農業者年金に加入できるのは、農業
に従事（年間 60 日以上）する人で、
20 歳以上 60 歳未満の国民年金第１
号被保険者でしたが、60 歳以上 65
歳未満で国民年金に任意加入している
人も農業者年金に加入できるようにな
りました。

【問い合わせ】
○農業委員会事務局
　☎ 22-9720　℻  22-9715
○ＪＡいがふるさと本店
　☎  24-5111

市有地の売払い・
一時貸付物件のご案内

法人課税業務の集約化 農業者年金がさらに
便利に

　（一財）自治総
合センターで
は、宝くじ社会
貢献広報事業と
して、宝くじの
受託事業収入を財源にコミュニティ助
成事業を実施しています。
　この宝くじの助成金により、消防団
に編上靴 189足を配備しました。

【問い合わせ】　地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111　

コミュ二ティ助成事業

　「全国瞬時警報システム（J アラー
ト）」の全国一斉情報伝達試験のため、
市内一斉に試験放送します。

【と　き】　２月 15 日㈬　午前 11時
【ところ】　市内全域
【放送内容】　チャイムのあとに次の
音声が流れます。
　「これは J アラートのテストです」
×３回
　「こちらは広報伊賀です」

【問い合わせ】　防災危機対策局
　☎ 22-9640　℻  24-0444

J アラートの試験放送

広報いが

【問い合わせ】　秘書広報課
　☎  22-9636　℻  24-7900　
　 hisho@city.iga.lg.jp

防災・情報アプリ
H
ハ ザ ー ド ン

AZARDONで配信中！

【問い合わせ】
　防災危機対策局
　☎ 22-9640
　℻  24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp

○災害緊急情報
○気象情報
○地震情報
○土砂災害情報
○火災情報
○行政情報
○自治協議会・自治会からのお知らせ
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I G AMONO
セレクション No.34

　当店は伊賀鉄道忍者市（上野
市）駅から徒歩５分、観光スポッ
トである伊賀流忍者博物館から徒
歩 10分程の場所で、夫婦２人で
営んでいるかたやき屋です。当店
は工場が通りに面しており、ガラ
ス越しに作業が見えることや、店
頭に甘い香りが漂うことで、行き

かう人の興味を誘い、地元の人は
もとより観光客にもご好評いただ
いています。また、「伊賀まちか
ど博物館」に登録していますので
見学もできます（要予約）。

　「かたやき」は数百年の昔、伊賀の忍者が忍び込む時のための、
栄養価が高い携帯食として生まれたと言われており、伊賀の名物に
なっています。厳選された材料で一枚一枚丹念に焼き上げており、
日本一かたいせんべいとして広く知られています。当店の「かたや
き」は、生地にすりおろした山芋を加えることで、香ばしさが増し、
口どけの良い、風味豊かな味わいが特徴で、世代を問わず好まれて
います。お土産、進物はもちろんですが日持ちが良いので非常時の
保存食としてもご利用いただけます。 かたやき

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

鎌田製菓　鎌田　勝善さん
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▲伊賀国白樫村・大和国石打村山論裁許絵図
　（井野誠之さん寄贈資料）

コラム

　現在の世界情勢を見ると、各地で争いごとが絶え
ず、戦争という最大級の人権侵害も行われ、最も基
本的な権利である「生きる権利」が脅かされています。
　こうした中、ある新聞記事が当課に送られてきま
した。そこにはウクライナ侵攻やそれを認めること
に、俳句で異議を伝えるロシアやベラルーシの俳句
愛好者の句やその背景が掲載されていました。また
ウクライナの人が、直面する戦争の悲惨さを詠んだ
俳句も掲載されていました。すべて平和を願い詠ま
れた俳句です。
　さらに、この記事では、戦時中の日本でも平和や
反戦の願いが俳句に託されていたことも紹介し、上
記の俳句は、その時代の俳人の意思を引き継ぐ試み
と伝えています。
　俳句は、日本で生み出された最も短い詩です。そ
して、この俳句を世界に誇れる文化に高めたのが、
伊賀で生まれ育った俳聖 松尾芭蕉です。

　現在、市では、芭蕉翁生誕の地の責務として、俳
句の魅力を発信し、その輪を広げていくための手段
の一つに、ユネスコ無形文化遺産に「俳句」を登録
する活動を続けています。
　俳句は、日常のなかで自然や人を観察し、言葉に
します。この営みのなかで多様性を認め合う感覚が
養われ、世界の交流が深まることで、やがて世界の
平和にもつながっていく。俳句のユネスコ登録には、
このような平和のメッセージの発信の意味も込めら
れています。
　芭蕉翁のふるさと伊賀では、小さい頃から、夏休
みの宿題などで俳句づくりに触れてきました。それ
によって自然や人を愛し、多様性を認め合う心も育
まれてきたのではないでしょうか。
　誰もがいきいきと過ごすことができるように、
これからも俳句の魅力を広めていきたいと考えてい
ます。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

俳句で世界を平和に　　－文化振興課－

　16回目を迎える「美し国三重市町対抗駅伝」は、
県内各市町から選ばれた選手が、県庁前（津市）か
ら三重交通Ｇスポーツの杜 伊勢陸上競技場（伊勢
市）までの 42.195㎞を 10区間にわたりタスキを
つなぎ駆け抜ける大会です。
　前回、前々回大会と新型コロナウイルス感染症の
影響で中止となり、３年ぶりの開催となります。選
手の皆さんは、大会で好成績を残せるよう日々練習
に励んでいます。
　「美し国三重市町対抗駅伝」は、２月
19日㈰ 午前８時 45分にスタートしま
す。ぜひ沿道やテレビの前で、伊賀市代
表選手の応援をお願いします。

◆伊賀市代表選手（敬称略）
○第１区（小学生女子）田野　弥仁・城崎　莉子
○第２区（小学生男子）山中　陽斗・遊免　隼人
○第３区（中学生女子）
　　　　　　　　　　　前川　華乃音・坂本　莉彩
○第４区（中学生男子）宮田　天・吉村　海璃
○第５区（40歳以上男子）
　　　　　　　　　　　竹中　泰知・伊室　栄治
○第６区（ジュニア男子）
　　　　　　　　　　　西川　勇誠・北羅　拳士郎
○第７区（一般女子）　 稲岡　瑞月・増田　美羽
○第８区（20歳以上女子）
　　　　　　　　　　　永井　智里・増地　昌子
○第９区（ジュニア女子）　
　　　　　　　　　　　宮田　伊織・大光　美緒里
○第 10区（20歳以上男子）
　　　　　　　　　　　藤川　創・寺畑　泰弘

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

第 16 回美し国三重市町対抗駅伝

大会HP 

2023.225 2023.2 24



図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

司書のおすすめ

図書館
ホームページ

図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

司書のおすすめ

図書館
ホームページ

▪児童書
『オハヨウどろぼう』

おの　りえん／文・絵

『タンポポのたんけん』　
おくやま　ひさし／著

『保護ねこ活動　ねこかつ！』　　 高橋　うらら／著

図書館（室）からのお知らせ

『まんぷくてつどう　うまいもんめぐり』
井上　よう子／作、澤野　秋文／え

『かえりみちとっとこ』
ひろまつ　ゆきこ／文、こやま　ともこ／絵

▪一般書
『めでる張り子』

アトリエおはよう／著

『近鉄沿線の近現代史』
三木　理史／著

『絶滅してない ! ぼくがまぼろしの動物を探す理由』
宗像　充／著

『ぐいーん ! こうしょさぎょうしゃ』
竹下　文子／作、鈴木　まもる／絵
　商店街のお店の看板を直すとき、トン
ネルの点検をするとき、空港で大きな飛
行機を洗うとき、ぐいーんと高くあがっ
て、作業を助けてくれるのが高所作業車
です。さまざまなタイプの高所作業車が、
大活躍する姿を描きます。

▪絵　本

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
２月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

15日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

18日㈯ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

21日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

22日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

25日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

※感染拡大防止のため、参加人数を制限しています。

　日本語や外国語で、おはなし会を行います。
【と　き】　２月 11 日㈯　午前 10時 30分～
【ところ】　上野図書館　2 階視聴覚室
【問い合わせ】　上野図書館

　３月 26日㈰ 午後９時から 27日㈪ 午前３時
まで、図書館システムのセキュリティ強化を実施
します。
　実施後は、アップデートしていないブラウザや
古い機種の携帯電話など＊をご利用の場合、イン
ターネットで図書検索や予約などを行う際に、図
書館システム（WebOPAC）を閲覧できなくな
りますので、ブラウザのアップデートを行うなど
の対応をお願いします。
＊「TLS1.2」に非対応のブラウザや、「TLS1.2」
が有効でない端末など

◆いろんなコトバでえほんをたのしもう

◆図書館システム（W
ウ ェ ブ オ ー パ ッ ク

ebOPAC）
　セキュリティ強化します

３月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。
相談内容 問い合わせ 電　話

消費生活相談 住民課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

※ハイトピア伊賀駐車場は有料です。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

①
９日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
住民課

① 3/2　8：30～受付
② 3/22　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
28日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 ８日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（2/20 ～ 3/3）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
＊収入要件あり　※予約制 15 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（3/14）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

８日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 22 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期間（2/24 ～ 3/17）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 10 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期限（3/8）
※先着 4人

22-9638

緑（園芸）の相談 13日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

12 日㈰ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（3/8）
※先着４人

22-9702

健康相談 24日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

人権相談（人権擁護委員） 16日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 22 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076

高齢者の就業相談 16日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバーワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

出張年金相談※予約制
１日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911217 日㈮
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広報広報

今月の表紙は令和５年伊賀市消防出初式の様子
ぞめで

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

コミュニティバス「にんまる」に乗って
　　　　　　　おでかけしませんか 今月の納税

●納期限　２月28日 （火）
納期限内に納めましょう
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期） 2023 年（令和５年）２月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,139 人　○世帯数　40,433 世帯
○男　42,838 人　　○女　44,301 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 12月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

２月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆人工透析室
　人工透析室では、腎臓の機能が低下し、自身の腎
臓で健康状態を維持できなくなった慢性腎不全など
の患者さんに透析治療を行っています。
　透析は腎臓に代わって人工的に体の血液を浄化す
る療法です。当院では、腕の血管から取り出した血
液を透析機器できれいにして体に戻す血液透析を
行っています。45人程度の患者さんが、月・水・
金曜日の午前と火・木・土曜日の午前の２クールに
分かれ、１回３～５時間の透析治療を受けています。
　ここでは、医師、看護師、管理栄養士、臨床工学
技士が互いの専門性を生かして協力し、専門知識や
技能の維持・向上に努めながら、より安全な透析と
日々のケアに取り組んでいます。

　患者さんの体重、血圧、検査データを適切に管理
するための支援や、一人ひとりの生活背景や思いに
寄り添った看護の提供に努めながら、毎月１回定期
的にシャント（透析の際に十分な血液量が確保でき
るように、動脈と静脈をつなぎあわせてつくった血
管）の状態や足のチェックを行い、変化などがあれ
ば早期に見つけられるようにしています。
　透析は生涯続けていく必要があり、患者さんに
とって日常生活の一部となりますので、今後とも、
それぞれの患者さんがより安心・安全に過ごせるよ
うサポートしていきます。

（人工透析師長　髙久　幸子）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
上野

４
名張

５
岡／名

６
岡波

７
名張

８
　岡波

９
　名張

10
上野

11
上野

12
岡波

13
岡波

14
上野

15
　岡波

16
　名張

17
上野

18
名張

19
岡／名

20
岡波

21
名張

22
　岡波

23
　名張

24
上野

25
上野

26
岡波

27
岡波

28
上野 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


